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【目的】複合糖質糖鎖中のフコースは sLexや sLeaのように、種々のバイオマーカ
ー開発の標的として注目されてきた。一方、フコシル化パターンは同一タンパク
質でも細胞特性を反映して変化すると考えられ、既知の糖タンパク質性バイオマ
ーカーのフコシル化パターンを識別できれば、より詳細な癌化機構の解明、特異
性の高いバイオマーカーの開発に繋がると考えられる。本研究では、フコシル化
糖鎖を高発現する消化器系癌細胞の CEAについて、細胞種の違いよるフコシル化
パターンの違いを解析した結果を報告する。 
【方法】高フコースキャリアータンパク質の解析：レクチンアフィニティクロマ
トグラフィにより糖ペプチドを回収し PMF解析を行うとともに、各癌細胞の CEA
についてウェスタンブロットを行い、Le 抗原の発現パターンを比較した。癌細胞
の糖鎖解析：癌細胞から得られた総タンパク質および免疫沈降で得られた CEAの
N-グリカナーゼ F処理により得られた N型糖鎖を 2-アミノ安息香酸により蛍光標
識し、順相 HPLC、MALDI-TOF MSと種々のグリコシダーゼ消化を組み合わせて
解析した。 
【結果・考察】ヒト胃癌細胞 MKN45 の糖鎖解析の結果、高フコシル化糖鎖は N-
型 4本鎖糖鎖上に Lewis A/X抗原として発言し、CEAと Basiginが主要なキャリア
ータンパク質として同定された。種々の消化器系癌細胞の CEAの糖鎖解析を行っ
た結果、ヒト結腸腺癌細胞 Colo205の CEAはMKN45に比べ、Lewis Y抗原の発現
が高いことがわかった。今後、さらに消化器系癌細胞で発現する糖鎖解析を行い、
既知糖鎖バイオマーカーの特異性をより明確にするための展開を図りたい。 


